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「 ＳＨＩＮＫＡ（深化・進化・伸化・真価） 」 

 

 

北海道白樺高等養護学校長 山 本 貴 路  

 

新型コロナウイルス感染症が収まりをみせ、５月８日から５類感染症に移行されました。３年間続い

たマスク生活から個人の判断に委ねられます。マスクを外すことへの不安を感じている生徒もいると思

われますので、生徒一人一人の気持ちを尊重し学習環境作りに努めて参ります。 

今年度 48 名の新入生を迎え、全校生徒 140 名となりました。今しばらくは、学校生活や寄宿舎生活に

制限はありますが、様々な学習活動や行事を実施するため、生徒・教職員が一丸となり対応・対策し取

り組んでまいります。 

さて、入学式において、社会参加・社会自立に向け大切にしていただきたいことして次の３点の話を

しました。 

一つ目は、目標に向かい一生懸命に取り組み、目標を達成するために「努力する」こと。 

二つ目は、笑顔で、相手の目を見て、相手に伝わる「挨拶ができる」こと。 

三つ目は、相手を思いやる、気遣いの気持ちを大切にし、「相手意識をもつ」こと。 

今年度、グランドデザインを改訂（総会配布並びにホームページ掲載）しました。グランドデザイン

は、本校の教育方針が、保護者の皆様や地域、関係機関の方々にも、明確にそして簡潔に伝わるものと

して一枚にまとめたものです。また、教職員一人一人がグランドデザインの内容を理解すると共に、指

導の根拠を明確にもち、自分事として考え、日々実践するための指針となるように示しております。 

学校教育目標「自己の能力を伸ばし、心豊かに、たくましく生きる人を育てる」の基、グランドデザ

インの中心に「働き続ける力・生活する力」の育成を置き、生徒たちが、これからの時代を生き抜くた

めに必要な力の育成に向け、白樺高等養護学校の 58 年の歴史と伝統を継

承すると共に、生徒が自分の良さや可能性を認識し、生徒自らが希望の就

労と働き続けるために必要な知識・技能・態度等を身に付けるための指導

の根拠を明確にし、実践してまいります。 

良さを深める「深化」、先を見据えて進む「進化」、さらに伸びるため

の「伸化」、そして白樺の価値や生徒の良さが発揮される「真価」を目指

すと共に、「安心・安全な学校」「連携・信頼のある学校」「開かれた学

校」「働きがいのある学校」となるように、生徒に関わる全ての人たちで

力を合わせ実践してまいりたいと考えます。 

お子様の成長と自己実現、安心・安全な学校づくりには、教職員、保護

者や地域の皆様、関係機関の方々と連携・協力があってこそと考えます。

引き続き、御理解と御協力、御支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 



着任者紹介 

 

山田 静 

十勝管内新得高等支援学校からまいりました、山田 静です。一日でも早く本校について知り、自分の

役割を全うできるよう頑張ります。そして生徒や保護者の皆様、地域の皆様との力を合わせよりよい学校

を目指したいです。どうぞよろしくお願いいたします。 

 
 

大平 貢弘 

 札幌啓成高校から赴任してまいりました。特別支援学校での勤務は、５年前の伊達高等養護学校で２年

間経験させていただき、今回２回目の勤務となります。生徒さんのために何ができるか日々考えなら全力

で頑張ります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

清水 沙織 

空知管内にある、雨竜高等養護学校から赴任しました清水沙織と申します。生徒ひとりひとりの進路

（自己）実現に向けて丁寧なサポートをしていけるよう、努めて参ります。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 

 

堀江 充 

 石狩管内の当別高校から赴任しました。特別支援学校の勤務は初めてですが、私も支援を必要とする子

を持つ親ですので、学校側だけではなく、生徒、そして保護者の皆様の気持ちに寄り添った教育活動を心

掛けていきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

古東 崇 

このたび、北海道南幌養護学校から赴任しました「古東 崇」です。北海道白樺高等養護学校に赴任で

きたことが本当に嬉しく、生徒の皆さんと一緒に活動することが楽しみでなりません。一人一人が持って

いる“個性”や“様々な力”が伸張できるように努めていきます。 

 

 

宮澤 裕幸 

苫小牧南高等学校から赴任してまいりました宮澤裕幸と申します。歴史と伝統ある白樺高等養護学校

でお子様たちが充実した学校生活を送れるよう精一杯尽力いたしますので、どうかよろしくお願いいた

します。 

 

 

 

 



 

安達 知子 

北海道新篠津高等養護学校から着任しました安達知子です。十年前に十二年間ここ白樺高等養護学校

で勤務していました。歴史と伝統ある白樺の良さを活かしつつ新しい時代の学びを実現できるよう努め

て参ります。どうぞよろしくお願いします。 

 

  

上出 晋嗣 

美深高等養護学校あいべつ校から異動してきました。上出晋嗣と申します。愛別の片田舎でのんびり過

ごしてきた私には戸惑うこともあると思います。作業や体力つくりで生徒と一緒に汗を流して働きたい

と思っています。不慣れですが、よろしくお願いいたします。 

 

 

溝畑 有芽 

このたび北海道小平高等養護学校からきました溝畑有芽(みぞはたゆめ)です。生徒の皆さんとたくさん

の事を経験し、挑戦しながら頑張りたいと思います。御迷惑をおかけすることもあると思いますが、よろ

しくお願いします。 

 

 

坪内 駿 

北海道中札内高等養護学校より赴任いたしました。歴史と伝統ある白樺高等養護学校で生徒と共に学

び・動いて『努力の汗』を流せることをとても楽しみにしております。「生徒ファースト」をモットーに

尽力いたします！宜しくお願いいたします。 

 

 

小嶋 早恵 

伊達高等養護学校から異動してきました。様々な場面で保護者の方々には、お世話になることと思いま

す。白樺高等養護学校の一員として頑張って参りますので、どうぞよろしくお願いします。 

 

 

山形 朋子 

日高管内の北海道平取養護学校から赴任してまいりました、養護教諭の山 形
やまがた

朋子
ともこ

と申します。生徒

が健康に学校生活を送ることができるように努めていきたいと思っております。どうぞよろしくお願い

いたします。 
 

 

立屋 まゆみ 

北海道札幌あいの里高等支援学校から赴任しました。６校目の異動になりますが、常に前進、健康に

気をつけながら生徒のみなさんと共に経験を積み重ね、まだまだ成長していきたいと思っています。ど

うぞよろしくお願いたします。 



 

松野 毅文 

 この度、美深高等養護学校から赴任しました実習助手の松野毅文と申します。 

安全第一で皆さんの実習を行えるよう、共に働いていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいた

します。 

 

 

小松 広幸 

 北海道中標津支援学校から赴任しました小松広幸と申します。20年近くいた中標津を離れて故郷の

北広島に戻ることになったのには驚きましたが、皆さんよろしくお願いいたします。 

 

 

宮岸 里子 

新篠津高等養護学校からまいりました、宮岸里子と申します。一日も早く生徒の皆さんの名前を覚え

て、一緒に楽しく生活できるように努めていきたいと思います。よろしくお願いします。 

 

 

長内 恵 

新篠津高等養護学校より赴任しました寄宿舎指導員の長内です。寄宿舎のことを隅々まで知って行動

できるようになりたいです。よろしくお願いいたします。 

 

 

伊藤 充雄 

 拓北養護学校より異動してきました伊藤充雄と申します。みなさんの名前を早く覚えて、安心して楽し

い寄宿舎生活を送ることができるように取り組んでいきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 



退職者・転出者紹介 
 

本校で活躍されました 18名の職員が、退職、転勤等によって新天地へ異動されました。 

お世話になりました皆様の御健康と、今後の御活躍を心からお祈りいたします。 

                                     

＜退職＞（ ）は、再任用先・採用先 

今 泉   純 事務長 

中 山 純 子 先生 

佐々木 敏 光 先生（小樽高等支援学校） 

鈴 木 珠 美 先生 

山 下 信 弘 先生 

内 山 結 衣 先生 

笠 井   恵 先生（帯広養護学校） 

磯 崎 政 枝 先生 

  

 

＜転出＞（ ）は、異動先 

佐 藤 貴 雄 教頭（小樽高等支援学校（副校長）） 

髙 橋 由 紀 先生（札幌あいの里高等支援学校） 

数馬田 奈津紀 先生（千歳高等学校） 

小 堀 将 宏 先生（小平高等養護学校） 

佐 藤   誠 先生（紋別養護学校ひまわり学園分校） 

小 山 雄 大 先生（今金高等養護学校） 

茂 原   恵 先生（札幌あいの里高等支援学校） 

筒 渕 隆 一 先生（新篠津高等養護学校） 

石 田 一 衣 先生（東川養護学校） 

川 島 純 子 先生（南幌養護学校） 



 

                                                                 

 

１学期の行事予定 

５月       
12日（金） ２学年保護者懇談会 

22日（月） 2学年職場実習 ～26日（金） 

23日（火） ３学年見学旅行 ～26日（金） 

26日（金） 1学年保護者懇談会             

 

６月 

                     .,5日（月） 1・２学年労働週間 ～9日（金） 

12日（月） 3学年労働週間 ～16日（金） 
14日（水） バス停清掃  

22日（木） 前期生徒総会 ５．６校時 

27日（火） 2学年職場見学 

29日（木） スポーツ大会 
 

７月 

６日（木） スポーツ大会予備日 

,12日（水） バス停清掃 

,18日（火） 3学年保護者懇談会 

,20日（木） 芸術鑑賞会 ５．６校時 

,28日（金） 終業式 

 

クリーニングの受注について 
 

 本校クリーニング作業学習では、クリーニングの御注文を下記の通り、保護者の皆様と校外の皆様からお受け

しています。ぜひ、たくさんの御注文をお待ちしております。御不明なことがあれば遠慮なくお問い合わせくだ

さい。（℡011-376-2353 本校代表） 

                                                      

・じゅうたん（１帖 100円）：水洗い可能なじゅうたん６帖までOK です。フワフワした柔らかいものやペッ

ト糞尿が付着したものは御遠慮下さい。仕上がり日数は、おおよそ約２～３週間

程度を要します。ただし、受注状況や季節・気温等により日数は大幅に変わりま

すので、御了承下さい。 

 

 ・Ｙシャツ（１枚 50 円）：フォーマルタイプ（正装用）の男性用ＹシャツがＯＫです。カジュアル             

シャツ及び女性用ブラウスは御遠慮下さい。ただし、学生用Ｙシャツは女子用もＯ

Ｋです。（本校在校生の学校で着用する Yシャツは無料です。） 

※Ｙシャツは、校外からの御受注はお受けしていません。 

 

 ・はっぴ（１枚 40円）：お祭りやイベント等で御使用になったはっぴをお受けいたします。 



 


